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※注意事項
複数年契約について
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証するものではありませんのでご注意ください。
・各製品のサポート提供期間は以下のWebサイトからご確認いただけます。
https://success.trendmicro.com/dcx/s/solution/000207383?language=ja

法人向け製品のサポートについて
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第 1 章

Apex Oneサーバのインストール
このセクションでは、サポートされているWindows Serverプラットフォームでの Apex Oneサーバのシステム要件について説明します。

注意
必要なWindows Updateをエンドポイントにインストールして、Azureコード署名（ACS）を有効にします。詳細については、https://
success.trendmicro.com/dcx/s/solution/000291910?language=jaを参照してください。

• 3ページの「Windows Server 2016プラットフォームへの新規インストール」
• 3ページの「Windows Server 2019プラットフォームへの新規インストール」
• 4ページの「Windows Server 2022プラットフォームへの新規インストール」
• 5ページの「Windows MultiPoint Serverプラットフォームへの新規インストール」
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Windows Server 2012プラットフォームへの新規インストール
重要

• Windows Server 2012を実行するコンピュータに Apex Oneをインストールする場合、ネットワーク通信を保護するため、Windows Server 2012の TLS 1.2を
有効にすることをお勧めします。

• Windows 2012 R2については、Apex Oneサーバのインストール前にアップデート KB2919442および KB2919355のインストールが必要です

OS エディション Service
Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディ

スク容量 SQL Server その他
Windows Server
2012

64ビット Standard なし 1.86GHz Intel™Core™2
Duo以上
AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 3GB以上 (Apex
One専用)

Endpoint Sensor利用
時:

• 8GB以上 (Apex
One専用)

• 7.0GB以上
Endpoint Sensor利用
時:

• 8.0GB以上

Apex Oneで正式にサ
ポートされているの
は、指定の SQL Server
エディションのみで
す。

• SQL Server 2012
Express以降

• SQL Server 2012
(Enterprise/
Standard) 以降

Endpoint Sensor利用
時:

• SQL Server 2016
SP1/2017/2019
(Enterprise/
Standard)

(SQL Server
Expressはサポー
トされていませ
ん)

Gigabit Network
Interface Card (NIC)

解像度 1366x768、256
色以上をサポートす
るモニタ

Datacenter

Windows Server
2012 R2

Standard なし
Datacenter
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Windows Server 2016プラットフォームへの新規インストール
OS エディション Service

Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディ
スク容量 SQL Server その他

Windows Server
2016

64ビット Standard なし 1.86GHz Intel™Core™2
Duo以上
AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 3GB以上 (Apex
One専用)

Endpoint Sensor利用
時:

• 8GB以上 (Apex
One専用)

• 7.0GB以上
Endpoint Sensor利用
時:

• 8.0GB以上

Apex Oneで正式にサ
ポートされているの
は、指定の SQL Server
エディションのみで
す。

• SQL Server 2016
Express以降

• SQL Server 2014
(Enterprise/
Standard) 以降

Endpoint Sensor利用
時:

• SQL Server 2016
SP2 (Enterprise/
Standard) 以降
(SQL Server
Expressはサポー
トされていませ
ん)

Gigabit Network
Interface Card (NIC)

解像度 1366x768、256
色以上をサポートす
るモニタ

Datacenter

Windows Server 2019プラットフォームへの新規インストール
OS エディション Service

Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディ
スク容量 SQL Server その他

Windows Server
2019 (デスクト
ップエクスペリ
エンス GUIモ
ード)

64ビット Standard なし 1.86GHz Intel™Core™2
Duo以上
AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 3GB以上 (Apex
One専用)

Endpoint Sensor利用
時:

• 8GB以上 (Apex
One専用)

• 7.0GB以上
Endpoint Sensor利用
時:

• 8.0GB以上

Apex Oneで正式にサ
ポートされているの
は、指定の SQL Server
エディションのみで
す。

• SQL Server 2016
Express以降

Gigabit Network
Interface Card (NIC)

解像度 1366x768、256
色以上をサポートす
るモニタ
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OS エディション Service
Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディ

スク容量 SQL Server その他
Datacenter • SQL Server 2014

(Enterprise/
Standard) 以降

Endpoint Sensor利用
時:

• SQL Server 2016
SP2 (Enterprise/
Standard) 以降
(SQL Server
Expressはサポー
トされていませ
ん)

Windows Server 2022プラットフォームへの新規インストール
OS エディション Service

Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディ
スク容量 SQL Server その他

Windows Server
2022

64ビット Standard なし 1.86GHz Intel™Core™2
Duo以上
AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 3GB以上 (Apex
One専用)

Endpoint Sensor利用
時:

• 8GB以上 (Apex
One専用)

• 7.0GB以上
Endpoint Sensor利用
時:

• 8.0GB以上

Apex Oneで正式にサ
ポートされているの
は、指定の SQL Server
エディションのみで
す。

• SQL Server 2016
Express以降

• SQL Server 2014
(Enterprise/
Standard) 以降

Endpoint Sensor利用
時:

• SQL Server 2016
SP2 (Enterprise/
Standard) 以降

Gigabit Network
Interface Card (NIC)

解像度 1366x768、256
色以上をサポートす
るモニタ
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OS エディション Service
Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディ

スク容量 SQL Server その他
Datacenter (SQL Server

Expressはサポー
トされていませ
ん)

Windows MultiPoint Serverプラットフォームへの新規インストール
OS エディション Service

Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディ
スク容量 SQL Server その他

Windows
MultiPoint
Server 2012

64ビット Standard なし 1.86GHz Intel™Core™2
Duo以上
AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 3GB以上 (Apex
One専用)

Endpoint Sensor利用
時:

• 8GB以上 (Apex
One専用)

• 7.0GB以上
Endpoint Sensor利用
時:

• 8.0GB以上

Apex Oneで正式にサ
ポートされているの
は、指定の SQL Server
エディションのみで
す。

• SQL Server 2016
Express以降

• SQL Server 2014
(Enterprise/
Standard) 以降

Endpoint Sensor利用
時:

• SQL Server 2016
SP2 (Enterprise/
Standard) 以降
(SQL Server
Expressはサポー
トされていませ
ん)

Gigabit Network
Interface Card (NIC)

解像度 1366x768、256
色以上をサポートす
るモニタ

Premium
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第 2 章

Trend Micro Apex Oneエッジリレーサーバのインストール
このセクションでは、サポートされているWindows Serverプラットフォームでの Trend Micro Apex Oneエッジリレーサーバのシステム要件について説
明します。

• 8ページの「エッジリレーサーバのシステム要件」
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エッジリレーサーバのシステム要件
エッジリレーサーバをインストールする前に、対象のサーバコンピュータがシステムの最小要件を満たしていることを確認してください。

リソース 要件
プロセッサ 2GHzデュアルコア
メモリ 1GB (エッジリレーサーバに使用)

ディスク容量 60 GB

OS • Windows Server 2022

• Windows Server 2019

• Windows Server 2016

ネットワークカード • ネットワークカード×2の場合:

• Trend Micro Apex Oneサーバへのイントラネット接続用に 1つ
• オフプレミスのセキュリティエージェントへの外部接続用に 1つ

• ネットワークカード×1の場合: イントラネット接続とインターネット接続に異なるポートを使用するように設定

Trend Micro Apex One™ Service Pack 1 Patch 4 システム要件   
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第 3 章

Apex Oneセキュリティエージェントのシステム要件
このセクションでは、サポートされているWindowsプラットフォームに新規インストールする際の、Apex One セキュリティエージェントのシステム要
件について説明します。

注意
必要なWindows Updateをエンドポイントにインストールして、Azureコード署名（ACS）を有効にします。詳細については、https://
success.trendmicro.com/dcx/s/solution/000291910?language=jaを参照してください。

• 11ページの「Windowsエンドポイントプラットフォームへの新規インストール」
• 12ページの「Windows Embeddedシステムプラットフォームへの新規インストール」
• 15ページの「Windows Serverプラットフォームへの新規インストール」
• 18ページの「アップデートエージェント」
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重要
• エンドポイントで多数のアプリケーションが同時に実行されている場合は、リソースの一時的な高負荷が発生する可能性があります。対象エンドポイントで
すでにメモリまたはディスク容量が不足している場合は、Apex Oneセキュリティエージェントのインストールまたはバージョンアップの前に必要なハードウ
ェアコンポーネントをバージョンアップすることをお勧めします。

• 広範囲にわたる検索処理中に、十分なパフォーマンスを確保できるよう、記載されているシステムの最小要件をセキュリティエージェントプログラム専用の
リソースとして割り当てることをお勧めします。

注意
• Windows Embeddedプラットフォームおよび Storage Serverでのトレンドマイクロのテストは、すべて仮想環境で実行されています。これらのオペレーティ
ングシステムは、一般にカスタムのハードウェア (POS端末など) で実行されるため、お客さまは実稼働環境への導入前に、対象のハードウェアプラットフォ
ームで十分なテストの実施を計画する必要があります。また、サポートケースを登録する前には、仮想環境での問題の再現を試行してください (トレンドマイ
クロのサポートチームが使用しているのが仮想環境であるため)。問題がカスタムハードウェアでの導入環境に固有のものである場合は、サポートケースに十
分に対応するために、お客さまの適切な環境へのリモートアクセスを許可していただくようにお願いする場合があります。

• 統合書き込みフィルター (UWF) 機能が有効になっているWindowsプラットフォームへの Apex Oneセキュリティエージェントのインストールはサポートし
ていません。

Trend Micro Apex One™ Service Pack 1 Patch 4 システム要件   

10   



Windowsエンドポイントプラットフォームへの新規インストール
重要
エンドポイントで多数のアプリケーションが同時に実行されている場合は、リソースの一時的な高負荷が発生する可能性があります。対象エンドポイントですで
にメモリまたはディスク容量が不足している場合は、Apex Oneセキュリティエージェントのインストールまたはバージョンアップの前に必要なハードウェアコン
ポーネントをバージョンアップすることをお勧めします。
広範囲にわたる検索処理中に、十分なパフォーマンスを確保できるよう、記載されているシステムの最小要件をセキュリティエージェントプログラム専用のリソ
ースとして割り当てることをお勧めします。

注意
Windows Embeddedプラットフォームおよび Storage Serverでのトレンドマイクロのテストは、すべて仮想環境で実行されています。これらのオペレーティング
システムは、一般にカスタムのハードウェア (POS端末など) で実行されるため、お客さまは実稼働環境への導入前に、対象のハードウェアプラットフォームで十
分なテストの実施を計画する必要があります。また、サポートケースを登録する前には、仮想環境での問題の再現を試行してください (トレンドマイクロのサポー
トチームが使用しているのが仮想環境であるため)。問題がカスタムハードウェアでの導入環境に固有のものである場合は、サポートケースに十分に対応するため
に、お客さまの適切な環境へのリモートアクセスを許可していただくようにお願いする場合があります。
統合書き込みフィルター (UWF) 機能が有効になっているWindowsプラットフォームへの Apex Oneセキュリティエージェントのインストールはサポートしてい
ません。

OS エディショ
ン

Service
Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディスク

容量 その他
Windows 10 (バージ
ョン 22H2以前)

32ビ
ッ
ト/6
4ビ
ット

Home なし 1GHz (32ビット)/2GHz (64
ビット) Intel Pentium以上
または同等の CPU、2GHzを
推奨
AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 2GB以上 (Apex One専
用)

Endpoint Sensor利用時:

• 2GB以上 (Apex One専
用)

• 1.5GB以上
• 2.0GB以上を推奨

Endpoint Sensor利用時:

• 2.0GB以上
• 3.0GB以上を推奨

解像度 1024x768、256色以
上をサポートするモニタ
リモートレジストリを有効
にする
Windowsファイアウォール
(有効な場合) でプリンタ/フ
ァイルの共有を許可する
初期設定のローカル管理を
有効にする

Pro

Pro for
Workstations

Education
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OS エディショ
ン

Service
Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディスク

容量 その他
Enterprise 注意

Windows UIはサポ
ートされていませ
ん。

Windows 11 (バージ
ョン 24H2以前)

64ビ
ット

Home なし 2GHz (64ビット) Intel
Pentium以上または同等の
CPU

AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 2GB以上 (Apex One専
用)

Endpoint Sensor利用時:

• 2GB以上 (Apex One専
用)

• 1.5GB以上
• 2.0GB以上を推奨

Endpoint Sensor利用時:

• 2.0GB以上
• 3.0GB以上を推奨

解像度 1024x768、256色以
上をサポートするモニタ
リモートレジストリを有効
にする
Windowsファイアウォール
(有効な場合) でプリンタ/フ
ァイルの共有を許可する
初期設定のローカル管理を
有効にする

注意
Windows UIはサポ
ートされていませ
ん。

Pro

Pro for
Workstations

Education

Enterprise

Windows Embeddedシステムプラットフォームへの新規インストール
重要
エンドポイントで多数のアプリケーションが同時に実行されている場合は、リソースの一時的な高負荷が発生する可能性があります。対象エンドポイントですで
にメモリまたはディスク容量が不足している場合は、Apex Oneセキュリティエージェントのインストールまたはバージョンアップの前に必要なハードウェアコン
ポーネントをバージョンアップすることをお勧めします。
広範囲にわたる検索処理中に、十分なパフォーマンスを確保できるよう、記載されているシステムの最小要件をセキュリティエージェントプログラム専用のリソ
ースとして割り当てることをお勧めします。
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注意
Windows Embeddedプラットフォームおよび Storage Serverでのトレンドマイクロのテストは、すべて仮想環境で実行されています。これらのオペレーティング
システムは、一般にカスタムのハードウェア (POS端末など) で実行されるため、お客さまは実稼働環境への導入前に、対象のハードウェアプラットフォームで十
分なテストの実施を計画する必要があります。また、サポートケースを登録する前には、仮想環境での問題の再現を試行してください (トレンドマイクロのサポー
トチームが使用しているのが仮想環境であるため)。問題がカスタムハードウェアでの導入環境に固有のものである場合は、サポートケースに十分に対応するため
に、お客さまの適切な環境へのリモートアクセスを許可していただくようにお願いする場合があります。
統合書き込みフィルター (UWF) 機能が有効になっているWindowsプラットフォームへの Apex Oneセキュリティエージェントのインストールはサポートしてい
ません。

OS エディショ
ン

Service
Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディスク

容量 その他
Windows 10 IoT 32ビ

ッ
ト/6
4ビ
ット

Enterprise なし 1GHz (32ビット)/2GHz (64
ビット) Intel Pentium以上
または同等の CPU、2GHzを
推奨
AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 2GB以上 (Apex One専
用)

• 1.5GB以上
• 2.0GB以上を推奨

解像度 1024x768、256色以
上をサポートするモニタ
簡易ファイルの共有は無効
リモートレジストリを有効
にする
Windowsファイアウォール
(有効な場合) でプリンタ/フ
ァイルの共有を許可する
初期設定のローカル管理を
有効にする

  Apex Oneセキュリティエージェントのシステム要件

  13



OS エディショ
ン

Service
Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディスク

容量 その他
Windows 11 IoT 64ビ

ット
Enterprise なし 2GHz (64ビット) Intel

Pentium以上または同等の
CPU

AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 2GB以上 (Apex One専
用)

• 1.5GB以上
• 2.0GB以上を推奨

解像度 1024x768、256色以
上をサポートするモニタ
リモートレジストリを有効
にする
Windowsファイアウォール
(有効な場合) でプリンタ/フ
ァイルの共有を許可する
初期設定のローカル管理を
有効にする

注意
Windows UIはサポ
ートされていませ
ん。

注意
• セキュリティエージェントはWindows Embeddedシステムをサポートしていますが、インストールには特定のコアコンポーネントが必要です。Windows

Embeddedシステムで必要なコンポーネントの詳細については、製品 Q&A (https://success.trendmicro.com/dcx/s/solution/1105215?language=ja) を参照してく
ださい。

• 各Windows Embeddedシステムの構成は一律ではないため、オプションのWindowsコンポーネントの一部が Apex Oneでサポートされない場合があります。
オプションのコンポーネントを組み合わせて使用するにあたり、互換性の問題が発生した場合は、テクニカルサポートチームまでご連絡ください。
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Windows Serverプラットフォームへの新規インストール
重要
エンドポイントで多数のアプリケーションが同時に実行されている場合は、リソースの一時的な高負荷が発生する可能性があります。対象エンドポイントですで
にメモリまたはディスク容量が不足している場合は、Apex Oneセキュリティエージェントのインストールまたはバージョンアップの前に必要なハードウェアコン
ポーネントをバージョンアップすることをお勧めします。
広範囲にわたる検索処理中に、十分なパフォーマンスを確保できるよう、記載されているシステムの最小要件をセキュリティエージェントプログラム専用のリソ
ースとして割り当てることをお勧めします。

注意
Windows Embeddedプラットフォームおよび Storage Serverでのトレンドマイクロのテストは、すべて仮想環境で実行されています。これらのオペレーティング
システムは、一般にカスタムのハードウェア (POS端末など) で実行されるため、お客さまは実稼働環境への導入前に、対象のハードウェアプラットフォームで十
分なテストの実施を計画する必要があります。また、サポートケースを登録する前には、仮想環境での問題の再現を試行してください (トレンドマイクロのサポー
トチームが使用しているのが仮想環境であるため)。問題がカスタムハードウェアでの導入環境に固有のものである場合は、サポートケースに十分に対応するため
に、お客さまの適切な環境へのリモートアクセスを許可していただくようにお願いする場合があります。
統合書き込みフィルター (UWF) 機能が有効になっているWindowsプラットフォームへの Apex Oneセキュリティエージェントのインストールはサポートしてい
ません。

OS エディショ
ン

Service
Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディスク

容量 その他
Windows Server 2012 64ビ

ット
Standard なし 2GHz (64ビット) Intel

Pentium以上または同等の
CPU

AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 2GB以上 (Apex One専
用)

• 1.5GB以上
• 2.0GB以上を推奨

解像度 1024x768、256色以
上をサポートするモニタ
リモートレジストリを有効
にする
Windowsファイアウォール
(有効な場合) でプリンタ/フ
ァイルの共有を許可する
初期設定のローカル管理を
有効にする

Datacenter

Server Core

Windows Server 2012
R2

Standard なし
Datacenter

Server Core

  Apex Oneセキュリティエージェントのシステム要件
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OS エディショ
ン

Service
Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディスク

容量 その他
Windows Storage
Server 2012

Standard なし 注意
Windows UIはサポ
ートされていませ
ん。

Workgroup

Windows Storage
Server 2012 R2

Standard なし
Workgroup

Windows MultiPoint
Server 2012

Standard なし
Premium

Windows Server 2012
フェイルオーバーク
ラスタ

なし なし

Windows Server 2012
R2フェイルオーバ
ークラスタ

なし なし • 2GB以上 (Apex One専
用)

Windows Server 2016 64ビ
ット

Standard なし 2GHz (64ビット) Intel
Pentium以上または同等の
CPU

AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 2GB以上 (Apex One専
用)

• 1.5GB以上
• 2.0GB以上を推奨

解像度 1024x768、256色以
上をサポートするモニタ
リモートレジストリを有効
にする
Windowsファイアウォール
(有効な場合) でプリンタ/フ
ァイルの共有を許可する
初期設定のローカル管理を
有効にする

注意
Windows UIはサポ
ートされていませ
ん。

Datacenter

Server Core

Windows Server 2016
フェイルオーバーク
ラスタ

なし なし

Windows Storage
Server 2016

64ビ
ット

Standard なし
Workgroup

Trend Micro Apex One™ Service Pack 1 Patch 4 システム要件   
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OS エディショ
ン

Service
Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディスク

容量 その他
Windows Server 2019 64ビ

ット
Standard

Datacenter

Server Core

なし 2GHz (64ビット) Intel
Pentium以上または同等の
CPU

AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 2GB以上 (Apex One専
用)

• 1.5GB以上
• 2.0GB以上を推奨

解像度 1024x768、256色以
上をサポートするモニタ
リモートレジストリを有効
にする
Windowsファイアウォール
(有効な場合) でプリンタ/フ
ァイルの共有を許可する
初期設定のローカル管理を
有効にする

注意
Windows UIはサポ
ートされていませ
ん。

Windows Server 2022 64ビ
ット

Standard

Datacenter

Server Core

なし 2GHz (64ビット) Intel
Pentium以上または同等の
CPU

AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 2GB以上 (Apex One専
用)

• 1.5GB以上
• 2.0GB以上を推奨

解像度 1024x768、256色以
上をサポートするモニタ
リモートレジストリを有効
にする
Windowsファイアウォール
(有効な場合) でプリンタ/フ
ァイルの共有を許可する
初期設定のローカル管理を
有効にする

注意
Windows UIはサポ
ートされていませ
ん。
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OS エディショ
ン

Service
Pack プロセッサ RAM 使用可能な空きディスク

容量 その他
Windows Server 2025 64ビ

ット
Standard

Datacenter

Server Core

なし 2GHz (64ビット) Intel
Pentium以上または同等の
CPU

AMD 64プロセッサ
Intel 64プロセッサ

• 2GB以上 (Apex One専
用)

• 1.5GB以上
• 2.0GB以上を推奨

解像度 1024x768、256色以
上をサポートするモニタ
リモートレジストリを有効
にする
Windowsファイアウォール
(有効な場合) でプリンタ/フ
ァイルの共有を許可する
初期設定のローカル管理を
有効にする

注意
Windows UIはサポ
ートされていませ
ん。

注意
特定のプラットフォームのプロセッサおよび RAMの要件については、該当するプラットフォームのMicrosoftシステム要件を参照してください。

アップデートエージェント
重要
エンドポイントで多数のアプリケーションが同時に実行されている場合は、リソースの一時的な高負荷が発生する可能性があります。対象エンドポイントですで
にメモリまたはディスク容量が不足している場合は、Apex Oneセキュリティエージェントのインストールまたはバージョンアップの前に必要なハードウェアコン
ポーネントをバージョンアップすることをお勧めします。
広範囲にわたる検索処理中に、十分なパフォーマンスを確保できるよう、記載されているシステムの最小要件をセキュリティエージェントプログラム専用のリソ
ースとして割り当てることをお勧めします。
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リソース 要件
プロセッサ 1GHz (32ビット)/2GHz (64ビット) Intel Pentium以上または同等の CPU、2GHzを推奨
RAM 2GB以上 (Apex One専用)

使用可能なディスク空き容量 • 1.8GB以上
• 2.3GB以上を推奨

ディスプレイ 解像度 1024x768、256色以上をサポートするモニタ

  Apex Oneセキュリティエージェントのシステム要件
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第 4 章

バージョンアップと仮想化のサポート
このセクションでは、サーバプログラムとエージェントプログラムのバージョンアップ、およびサポートされている仮想化プラットフォームのシステム
要件について説明します。

• 22ページの「Apex Oneサーバのバージョンアップ要件」
• 22ページの「セキュリティエージェントのバージョンアップ要件」
• 22ページの「Apex OneサーバWebコンソールの要件」
• 23ページの「Trend Micro VDIオプションのシステム要件」

  21



Apex Oneサーバのバージョンアップ要件
このバージョンの Apex Oneでは、以下のバージョンへのバージョンアップがサポートされています。

• Apex One

バージョンアップする前に、お使いのバージョンのWindowsに必要なハードウェア要件をサーバが満たしていることを確認してください。
詳細については、1ページの Apex Oneサーバのインストールを参照してください。

セキュリティエージェントのバージョンアップ要件
Apex One Service Pack 1 Patch 4では、以下のバージョンへのバージョンアップがサポートされています。

• Apex One

重要
エンドポイントで多数のアプリケーションが同時に実行されている場合は、リソースの一時的な高負荷が発生する可能性があります。対象エンドポイントですで
にメモリまたはディスク容量が不足している場合は、Apex Oneセキュリティエージェントのインストールまたはバージョンアップの前に必要なハードウェアコン
ポーネントをバージョンアップすることをお勧めします。
広範囲にわたる検索処理中に、十分なパフォーマンスを確保できるよう、記載されているシステムの最小要件をセキュリティエージェントプログラム専用のリソ
ースとして割り当てることをお勧めします。

Apex Oneサーバ Webコンソールの要件
リソース 要件

プロセッサ 300MHz Intel Pentiumまたは同等の CPU

RAM 128MB以上
使用可能なディスク空き容量 30MB以上
ディスプレイ 解像度 1366x768、256色以上をサポートするモニタ

Trend Micro Apex One™ Service Pack 1 Patch 4 システム要件   
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リソース 要件
ブラウザ • Chrome

• Microsoft Edge (レガシ/Chromiumエディション)

注意
Windows UIはサポートされていません。

Trend Micro VDIオプションのシステム要件
次の表は、Trend Micro VDIオプションでサポートされる仮想プラットフォームを示しています。

仮想化プロバイダ サポートされるプラットフォーム
VMware • VMware vCenter: 5.x、6.x、7.x、8.x

• VMware View: 4.x、5.x、6.x

• VMware Horizon View: 6.x、7.x、8.x

Citrix • Citrix XenServer: 6.x、7.x

HyperV Hyper-V Server:

• Microsoft Hyper-V Server 2012/2012 R2 (64ビット)

• Microsoft Hyper-V Server 2016 (64ビット)

• Microsoft Hyper-V Server 2019 (64ビット)

Windows Server Hyper-V:

• Windows Server 2012/2012 R2 (64ビット) Hyper-V

• Windows Server 2016 (64ビット) Hyper-V

• Windows Server 2019 (64ビット) Hyper-V

• Windows Server 2022 (64ビット) Hyper-V

Windows Hyper-V:

• Windows 10 Pro/Pro for Workstation/Enterprise (64ビット) Hyper-V

• Windows 11 Pro/Pro for Workstation/Enterprise (64ビット) Hyper-V

  バージョンアップと仮想化のサポート
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